
四箇村まちづくり協議会 事業活動報告

『楽しく学ぶ地域の歴史講座』

令和3年4月1日

粟生津小学校では９月１７日(木)、分水北
小学校では１０月３０日(金)に「親子で学
ぶ地域の歴史講座」を実施しました。
アンケートでは「話がおもしろかった」、
「話の内容はよくわかった」と嬉しい回
答をいただきました。多くの児童が、感
想だけではなく、講座を通して生まれた
新たな疑問を書いてくれました。

１１月２７日(金)に四箇村ふれあい館ア
リーナにて講座を開催しました。
新型コロナウイルスの感染拡大や冬場の夜
間開催という悪条件下でも、30名もの方々
が参加してくださりました。郷土の歴史や
文化を知りたいという根強いニーズがある
ことの証でもあり、今回初めて参加したと
いう方から、講座への賞賛のお言葉もいた
だきました。

本年度は『楽しく学ぶ地域の歴史講座』と題して、地域
の歴史や文化を学べる講座を開催しました。



四箇村まちづくり協議会



<目的>

郷土の歴史や文化について知りたいというニーズに応

え、それを掘り起し、郷土への愛着や誇りをもってもらう。

<特徴>

地域に残る古文書や文化財の解説にとどまらず、それ

を効果的に活用しながら参加者の問題意識を高め、そ

れが解き明かされるおもしろさを追求する。

事業の目的と特徴



事業の経過と成果①

第12回歴史講座 Ｒ2．11．27 実施

テーマ「お寺と民衆のつながり 」その１

～檀家制度のはじまり～

コロナウィルス感染拡大の最中で、冬場の夜間
開催となったが30名の参加があった。



若い世代からも、郷土の歴史や文化に関心をもってもら

いたいという願いから

四箇村を学区にもつ粟生津小学校と分水北小学校の

６年生児童とその保護者を対象に、

第1回「親子で学ぶ地域の歴史講座」を開催した。

粟生津小学校 Ｒ2． 9．17 実施

分水北小学校 Ｒ2. 10．30 実施

テーマ「高札の謎を解け!」

事業の経過と成果②



 <児童からのアンケート調査の結果>

１．お話はおもしろかったですか。
ア おもしろかった(84％)    イ ふつう(16％)

２．お話の内容はわかりましたか。
ア よくわかった(77％)   イ だいたいわかった(23％)

事業の経過と成果②



歴史講座の実際

第1回「親子で学ぶ地域の歴史講座」を例に

テーマ「高札の謎を解け!」
江戸時代、民衆に、
守らなければならな
いきまり、してはいけ
ないことなどを記し、
人通りの多い場所に
高く掲げた板の札。
どの村にも掲げられ
た。



（１）地元や近隣の史資料を使い、内容を正確に
読み解く。

正徳5年（1711）溝古新村の「キリスト教禁制の高札」





バテレン（神父・宣教師）の訴人 銀500枚

 イルマン（修道士）の訴人 銀300枚

立ちかえり（再びキリスト教の信者になった者）の訴人

銀300枚



同宿（協力者）宗門（信者）の訴人

銀100枚

仲間の訴人 銀500枚

キリシタンをかくまっていたのがわかったら名
主も五人組も処罰する。



銀５００枚
 ちょうぎん

 丁銀 １枚＝約161ｇ



 ※現500円硬貨＝7ｇ

丁銀５００枚＝約８０㎏




丁銀５００枚を小判にかえると

何枚になるか?



・丁銀５００枚＝約３５８両

・３５８両は今のお金でいくらか?



６文



・ある立ち食いそば店では

かけそば一杯の値段=１５０円=６文(江戸時代)

一文の価値は ２５ 円

・ １両＝ ４０００文

一両の価値は １０ 万 円



金１両の価値を１０万円とすると、

358両は ３，５８０万円になる。



（２）疑問を投げかけ、問題意識を高め、論証。

 「江戸幕府は、なぜここまでしてキリスト教を禁
止しようとしたのか」と投げかけ、

寛永１４年（1637）に起きた「島原・天草
一揆」 を説明し、論証する。


